
▼
市
で
は
、
市
外
の
高
校
や
大
学
で

文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
合

宿
誘
致
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
内
で
合
宿
し
た

音
楽
や
茶
道
・
陶
芸
と
い
っ
た
文
化

に
関
す
る
活
動
を
行
う
ク
ラ
ブ
や

サ
ー
ク
ル
を
対
象
に
、
宿
泊
費
な
ど

を
助
成
し
て
、
若
者
の
文
化
振
興
と

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
大
学
茶
道
部
の
合
宿
が
多
く
、

お
茶
会
を
通
じ
た
地
域
交
流
を
図
り

ま
す
。
お
茶
会
の
参
加
な
ど
、
興
味

の
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
文
化
振
興
係
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

《
９
月
の
機
織
体
験
開
催
日
》

３
日
㈬
、
４
日
㈭
、
６
日
㈯

10
日
㈬
、
11
日
㈭
、
17
日
㈬

18
日
㈭
、
20
日
㈯
、
25
日
㈭

地
へ
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
出
か
け
描
い
た　

作
品
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

開
催
期
間
／
９
月
28
日
㈰
ま
で
（
休
館
日

は
月
曜
日
。
た
だ
し
、
９
月
15
日
㈪
㈷

は
開
館
）

【
本
館
「
四
季
を
彩
る
絵
画
」 

】

　

博
物
館
で
収
集
お
よ
び
寄
贈
を
受
け
た

収
蔵
品
の
中
か
ら
、
日
本
の
美
術
史
発
展

に
貢
献
し
た
画
家
や
、
島
田
に
ゆ
か
り
の

あ
る
画
家
た
ち
が
描
い
た
絵
画
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。

開
催
期
間
／
９
月
13
日
㈯
～
11
月
３
日
㈪

㈷
（
休
館
日
は
月
曜
日
。
た
だ
し
、
10

月
13
日
・
11
月
３
日
を
開
館
し
、
９
月

24
日
㈬
・
10
月
14
日
㈫
を
休
館
）

【
共
通
】

※
本
館
・
分
館
共
通
料
金
（
３
０
０
円
）

で
入
館
で
き
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
以

下
は
無
料
で
す
。

▼
博
物
館
は
展
示
室
の
空
調
設
備
工
事
の

た
め
、
９
月
５
日
㈮
か
ら
９
日
㈫
ま
で
臨

時
休
館
し
ま
す
。

※
工
事
期
間
中
、
博
物
館
分
館
を
無
料
開

放
し
ま
す
。

　

石
畳
茶
屋
は
、
旧
東
海
道
金
谷
坂
（
市

指
定
史
跡
）
の
入
り
口
に
お
休
み
処
ど
こ
ろ
と
し

て
設
置
さ
れ
、
平
成
24
年
度
指
定
管
理
者

制
度
に
基
づ
き
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
施
設
で
す
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
で
は
、
常
設
展
示
場
で
諏
訪
原
城
跡
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う
目
的
で
、
７
月
下
旬

に
展
示
替
え
を
実
施
。ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、

諏
訪
原
城
跡
の
写
真
パ
ネ
ル
や
出
土
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

諏
訪
原
城
跡
は
、
旧
東
海
道
を
登
り

き
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
、
石
畳
茶
屋
で
諏
訪
原
城
の
歴
史
な

ど
の
知
識
を
深
め
、
実
際
に
旧
東
海
道
金

谷
坂
を
登
っ
て
、
諏
訪
原
城
跡
を
探
訪
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
分
館
「
海
野
光
弘
作
家
へ
の
自
立
」】

　

今
回
は
、
海
野
光
弘
が
作
風
を
変
え
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
宇う
つ
の
や

津
谷
シ
リ
ー
ズ

（
静
岡
市
）
を
始
め
と
し
て
、
五ご
か
あ
い
の
く
ら

箇
相
倉

（
富
山
県
）、下し
も
き
た北
の
夏
（
青
森
県
）
シ
リ
ー

ズ
な
ど
日
本
の
原
風
景
を
探
し
て
日
本
各

　

カ
タ
ク
リ
は
、
山
地

や
丘
陵
に
自
生
す
る
多

年
草
で
、
花
は
一
株

に
一
輪
し
か
咲
か
ず
紅

紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
分
布
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
至
る

所
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
大
井
川
流
域
で
の

自
生
は
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
牧
之
原
台
地
周
辺
で
す
。

　

牧
之
原
台
地
の
カ
タ
ク
リ
の
保
護
は
、

昭
和
25
年
頃
か
ら
金
谷
中
学
校
理
科
部
の

部
員
に
よ
っ
て
、
人
工
的
な
手
を
加
え
ず

に
管
理
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
。昭
和
60
年
、

当
時
の
金
谷
町
が
自
生
の
カ
タ
ク
リ
を
町

指
定
文
化
財
・
天
然
記
念
物
に
指
定
し
ま

し
た
。
現
在
で
は
「
島
田
市
金
谷
野
の
花

の
会
」
と
市
教
育
委
員
会
が
協
働
で
保
護

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
年
２
回
の
草
刈
り

や
開
花
時
期
の
開
園
説
明
管
理
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
野
の
花
の
会
で
は
、
植

物
に
関
心
の
あ
る
市
内
在
住
の
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

問
島
田
市
金
谷
野
の
花
の
会

　

☎
４
５-

２
６
２
１
（
大
久
保
会
長
）

　
石
畳
茶
屋
常
設
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
島
田
市
金
谷
野
の
花
の
会 

会
員
募
集

　
博
物
館 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
博
物
館
本
館
・
分
館
収
蔵
品
展

　
文
化
合
宿
誘
致
事
業
を紹

介
し
ま
す

野の花の会の皆さん
自生カタクリ

大学茶道部によるお茶会

石畳茶屋

海野光弘作「山ふところ」
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